
第４回横浜川崎区の強制水先に関する検討会

議 事 次 第

１．日 時 平成２６年 ７月３１日（木）１５：００～１７：００

２．場 所 中央合同庁舎２号館 １６階 国際会議室

次 第 前 答３．次 第 （１） 前回の質問への回答

（２） コンピューターシミュレーション結果（横浜港）

（３） 安全対策の方針（横浜港）

（４） その他

４．資料一覧

資料１ 横浜川崎区の強制水先に関する検討会委員名簿

資料２ コンピューターシミュレーション結果（横浜港） 関係資料

資料３ 海上保安庁提出資料

資料４ 国土交通省港湾局提出資料

以上



横浜川崎区の強制水先に関する検討会

委 員 名 簿

資料 １

（五十音順、敬称略）（五十音順、敬称略）

石橋 武 東京湾水先区水先人会会長

伊東 慎介 横浜市港湾局長

糸屋 雅夫 全国内航タンカー海運組合環境安全委員会委員糸屋 雅夫 全国内航タンカー海運組合環境安全委員会委員

井上 欣三 神戸大学名誉教授

今津 隼馬 東京海洋大学名誉教授

奥谷 丈 川崎市港湾局長

◎落合 誠 中央大学法科大学院教授◎落合 誠一 中央大学法科大学院教授

門野 英二 (一社)日本船主協会港湾委員会委員

川村 敏宗 外国船舶協会オペレーション部会副会長

小島 茂 (一社)日本船長協会会長

下沖 秋男 (公社)東京湾海難防止協会理事長

○杉山 雅洋 早稲田大学名誉教授

中条 潮 慶應義塾大学教授

根本 勝則 (一社)日本経済団体連合会産業政策本部長

福永 昭一 日本水先人会連合会会長

（国土交通省）

松原 裕 大臣官房審議官（海事）

吉永 隆博 海事局海技課長

今井 浩 海事局総務課首席海技試験官

中島 洋 港湾局計画課港湾計画審査官

伊丹 潔 海上保安庁交通部安全課長

（注）「◎」は座長、「○」は座長代理



シミュレーション調査の実施方法

基本方針
１ 諸条件は基本的に従来同様。
２ 横浜市が既に行った調査結果を活用。
３ ２により、横浜港部分のシミュレーション調査を先行して進めることができる。

：新規に実施

評価ルート
（別図参照）

（１）

横浜航路→本牧ふ頭Ｄ４
岸壁

（２）

鶴見航路→大黒ふ頭Ｌ１
岸壁

（３）
鶴見航路→京浜運河→
川崎市営ふ頭３号岸壁

評価時間帯 最輻輳の時間帯（7時～8時）

実態観測

横 浜 市 調 査 の デ ー タ を 活 用

新規に実施
鶴見つばさ橋以北は

資料 ２－１

鶴見つばさ橋以北は
新規に実施

コンピューター
シミュレーション

横浜市調査のデータを
活用

新 規 に 実 施

操
船
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
実
験

被験船

当該航路を航行する１万総トンクラスの主たる船種

コンテナ船 一般貨物船

被験者

被験船の大きさ相当の操船経験を有し、当該岸壁への入港経験が少ない
又は無い船長
・日本人船長３名
・外国人船長及び水先人各１名 （※ 操船所要時間の算出のみ）

調査完了時期

本年８月上旬 （所要３ヶ月）

・実態観測 ５月
・ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰsim ７月
・操船sim ８月

来年３月 （所要４ヶ月）

・実態観測 ５月
・ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰsim 来年１月
・操船sim 〃 ３月

－１－



シミュレーション調査の評価ルートイメージ

京浜運河

資料 ２－２

(1)

(2) (3)

横浜航路

ルート(1)：横浜航路 本牧ふ頭 コンテナ船岸壁

ルート(2)：鶴見航路 大黒ふ頭 一般貨物船岸壁

ルート(3)：鶴見航路 京浜運河 川崎市営ふ頭 一般貨物船岸壁

川崎港

鶴見航路

横浜港

－２－
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コンピューターシミュレーション結果

ルート（１） ：横浜航路 → 本牧ふ頭 コンテナ船岸壁

評 価 船 型：9,999GTのコンテナ船、諸元は全長139m、幅23m

「H9、H15、H24」は

資料 ２－３

H9 H15 H24

参考：H10年12月開催の海上安全船員教育審議会水先部会資料
（H９年の航行データを基に行ったコンピューターシミュレーション結果）
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【横浜市調査】 【横浜市調査】
「H9、H15、H24」は
航行データ取得年

－３－



ルート（２） ：鶴見航路 → 大黒ふ頭 一般貨物船岸壁 （Ｌ１）

評 価 船 型：9,998GTの一般貨物船、諸元は全長135.3m、幅21.8m
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【今回新たに調査したもの】
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参考
評価ルート ：鶴見航路 → 大黒ふ頭 コンテナ船岸壁（Ｃ４）

評 価 船 型：9,999GTのコンテナ船、諸元は全長139m、幅23m

【横浜市調査】 【横浜市調査】

－４－



シミュレーション調査について

強制水先は安全制度であり、その対象範囲の検証には、客観的・定量的に

検証した上で、総合的に検討することが必要である。

このため、平成11年の横浜川崎区強制水先の見直し時においては、客観的

・定量的に検証できるシミュレーション調査を実施し、その上で総合的に検

討した上で判断している。

また、平成17年11月の交通政策審議会答申（水先制度の抜本改革のあり方

について）においても、「強制水先の範囲を見直す場合は、～科学的な実証

分析を行った上で、水域の自然条件、船舶交通状況等を考慮して判断するこ

とが適当」である旨指摘されている。

シミュレーション調査の内容は次のとおり。

１．コンピューターシミュレーション調査

検証水域の航路幅・地形等の地理的条件、船舶交通流等の交通条件の

データをコンピュータに入力し、検証船の大きさごとに標準的操船方法

（操船技量は標準的、航行ルート・速力は実際に同水域を航行した船舶

（検証船と同サイズ）を基に設定。）により航行させ、同検証船ごとに、

資料２－４
第1回検討会配布資料

（検証船と同サイズ）を基に設定。）により航行させ、同検証船ごとに、

同水域の航行環境ストレス値（仮想操船者が受ける危険感：操船困難度）

を求める。

＜特徴＞

・所定ルートを標準速力で航行（ヒューマンファクター未考慮。）。

・他船等を避航しない（H16国が実施した調査（エリア評価）では避航モ

デルを採用した。）。

・実行時間が短く、多数のケースを繰り返し実施できる。

２．操船シミュレータ実験調査

前記１．のデータを操船シミュレータ装置に入力し、検証船の大きさ

ごとに、実際の船長により、同船長の操船方法によって同装置を操船を

行わせ、同検証船ごとに、同水域の航行環境ストレス値（被験者が受け

る危険感：操船困難度）を求める。

＜特徴＞

・人間（船長）が臨機応変に操船（ヒューマンファクター考慮。）。

・他船等を避航する。

・実際の船長が実際に操船するため、実験ケース数に制限あり。

－５－



１．船舶交通流の実態把握

２．コンピューターシミュレーション調査

シミュレーション調査の流れ（概要）

対象水域現場に赴き、レーダー・目視等に
より、実際の船舶交通流（船の大きさ・種類、

航行の速度・ルート等）を確認し、シミュレー
ションに必要なデータを収集。

収集したデータを整理し、コンピューターに
入力した上で、必要な諸条件を設定して
シミュレーションを実施。

資料２－５
第1回検討会配布資料

３．操船シミュレータ実験

船舶交通流シミュレーションで使用した
収集データを、操船シミュレータ装置に
ビジュアル的に再現し、必要な諸条件を
設定の上、被験者（船長）により同装置
を操船させるシミュレーションを実施。

－６－



＜算出手順＞

① 原針路を中心に左右 ±90度の範囲をサーチする。

② 針路１度ごとに、自船と障害物（他船、岸壁等）との距離、接近速力（他船との相対

速力又は自船速力）により、衝突・乗揚げ等の危険顕在化までの時間的余裕を算出する。

③ 危険顕在化までの時間余裕を、操船者（船長）が感じる危険感に換算する。換算は、

過去の操船シミュレータ実験・アンケート調査により作成したものを使用。

④ ①の範囲内の危険感を総計し、その瞬間のストレス値を算出する。

シミュレーション調査結果の評価について

航行環境ストレス値

操船環境ストレス値 交通環境ストレス値

※操船環境ストレス値及び交通環境
ストレス値の統合負荷

※航路幅・地形等の地理的条件の制約
（操船環境）が操船者に与える負荷

※周囲の船舶交通流等の交通条件の制約
（交通環境）が操船者に与える負荷

１．評価の概念

２．航行環境ストレス値の算出方法

他船
岸壁

防波堤

原針路

資料２－６
第1回検討会配布資料

防波堤

自
船

↑ －90度 ＋90度 ↑

３．評価値（航行環境ストレス値）の算定

評価値
（環境ストレス値）

ランク 操船者の感覚

900以上 Catastrophic 許容できない

750以上 ～ 900未満 Critical 許容の限界

500以上 ～ 750未満 Marginal 許容できる

0以上 ～ 500未満 Negligible 許容できる

① 操船者が感じる危険感を0～6まで分類(非常に安全～非常に危険まで)し、その0～6の
危険感の値を1度ごと±90度の範囲で総計し、その瞬間の地理的制約及び交通環境的制約
を環境ストレス値とする。

② 航行環境ストレス値は、
・原針路から左右90度のどこを向いても危険顕在化までの時間が十分余裕ある場合は、

危険感の最小値 0が180度にわたる状態となるため、0×180＝0 を最小とし、
・原針路からどこを向いても直ちに危険な場合は、危険感の最大値6 が180度にわたる

状態となるため、6×180≒1000を最大とする。
③ 0～1000の間で、如何なる危険感状態となっているかにより、操船者が受ける操船困難

上のストレス程度を以下のとおり分類する。

他
船

－７－



海
上

保
安

庁
に

よ
る

船
舶

交
通

の
安

全
対

策
に

つ
い

て

資
料

３
－
１

海
上

保
安

庁
交

通
部

安
全

課

平
成

２
６

年
７

月

JA
PA

N
 C

O
A

S
T 

G
U

A
R

D



海
上

交
通

セ
ン

タ
ー

に
つ

い
て

備
讃

瀬
戸

海
上

交
通

セ
ン

タ
ー

昭
和

６
２

年
7
月

運
用

開
始

大
阪

湾

海
上

交
通

セ
ン

タ
ー

平
成

５
年

7
月

運
用

開
始

東
京

湾
や

瀬
戸

内
海

な
ど

の
船

舶
交

通
が

ふ
く

そ
う

す
る

海
域

に
お

い
て

、
船

舶
の

安
全

か
つ

効
率

的
な

運
航

を
確

保
す

る
た

め
、

海
上

交
通

に
関

す
る

情
報

提
供

と
航

行
管

制
を

行
う

「
海

上
交

通
セ

ン
タ

ー
」

を
設

置
し

て
い

る
。

※
全

国
7
箇

所

海
上

交
通

セ
ン

タ
ー

１

関
門

海
峡

海
上

交
通

セ
ン

タ
ー

平
成

元
年

6
月

運
用

開
始

東
京

湾

海
上

交
通

セ
ン

タ
ー

昭
和

５
２

年
2
月

運
用

開
始

名
古

屋
港

海
上

交
通

セ
ン

タ
ー

平
成

６
年

7
月

運
用

開
始

来
島

海
峡

海
上

交
通

セ
ン

タ
ー

平
成

１
０

年
1
月

運
用

開
始

伊
勢

湾

海
上

交
通

セ
ン

タ
ー

平
成

１
５

年
7
月

運
用

開
始

１



海
上

交
通

セ
ン

タ
ー

の
組

織
に

つ
い

て

【
業

務
内

容
】

情
報

の
収

集
及

び
整

理
並

び
に

一
般

情
報

の
提

供
業

務
を

実
施

【
業

務
内

容
】

施
設

及
び

機
器

の
保

守
管

理
等

を
実

施

所
長

整
備

課
長

管
理

係

主
任

技
術

官
技

術
官

（
付

）
次

長

１

【
業

務
内

容
】

法
に

基
づ

く
航

行
管

制
、

船
舶

の
動

静
監

視
に

よ
る

情
報

提
供

を
実

施

情
報

課
長

主
任

情
報

官
情

報
官

（
付

）

運
用

管
制

課
長

主
任

運
用

管
制

官
運

用
管

制
官

（
付

）

安
全

対
策

官

２

統
括

運
用

管
制

官



海
上

交
通

セ
ン

タ
ー

の
業

務
に

つ
い

て

海
上

交
通

セ
ン

タ
ー

中
短

波
放

送

国
際

Ｖ
Ｈ

Ｆ ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰ
ﾈ
ｯ
ﾄ
・

ﾎ
ｰ
ﾑ
ﾍ
ﾟｰ

ｼ
ﾞ

電
話

Ａ
Ｉ

Ｓ

レ
ー

ダ
ー

情
報

風
向

・
風

速
・

気
圧

・
視

程

航
路

標
識

の
状

況

A
I

S
情

報

情
報

の
収

集

情
報

提
供

の
手

段
【

運
用

管
制

官
と

は
】

2
4
時

間
3
6
5
日

体
制

で
、

航
行

船
舶

の
動

静
を

把
握

し
、

船
舶

の
安

全
な

航
行

に
必

要
な

情
報

の
提

供
や

、
大

型
船

舶
の

航
路

入
航

間
隔

の
調

整
を

行
う

と
と

も
に

、
巡

視
船

艇
と

連
携

し
不

適
切

な
航

行
を

す
る

船
舶

や
、

航
路

を
塞

い
で

し
ま

う
船

舶
へ

の
指

導
を

実
施

し
て

い
る

。

情
報

提
供

○
航

路
の

航
行

制
限

状
況

○
海

難
の

状
況

○
巨

大
船

の
航

路
入

航
予

定
○

気
象

・
海

象
の

状
況

○
航

路
標

識
の

異
常

○
航

法
是

正
の

た
め

の
注

意
喚

起
○

危
険

回
避

の
た

め
の

注
意

喚
起

（
Ｉ

ｎ
ｆ

ｏ
ｒ

ｍ
ａ

ｔ
ｉ

ｏ
ｎ

）

１

情
報

信
号

板
管

制
信

号
板

フ
ァ

ク
シ

ミ
リ

航
行

警
報

海
難

の
状

況

気
象

警
報

・
注

意
報

入
出

港
船

の
予

定

工
事

作
業

の
状

況

航
路

の
状

況

操
業

漁
船

の
情

報

視
程

違
反

船
の

通
報

船
舶

の
動

静

航
路

通
報

・
位

置
通

報

指
示

○
航

路
外

で
の

待
機

（
指

示
の

条
件

）
・

視
界

制
限

状
態

・
最

低
速

力
が

確
保

不
可

・
巨

大
船

と
危

険
な

行
会

い
○

航
路

入
航

予
定

時
刻

変
更

の
指

示
○

進
路

警
戒

船
の

配
備

の
指

示

（
Ｉ

ｎ
ｓ

ｔ
ｒ

ｕ
ｃ

ｔ
ｉ

ｏ
ｎ

）

勧
告

○
進

路
の

変
更

○
そ

の
他

の
必

要
な

措
置

（
勧

告
の

条
件

）
・

交
通

方
法

に
従

わ
な

い
・

他
の

船
舶

等
に

著
し

く
接

近
す

る

（
Ａ

ｄ
ｖ

ｉ
ｃ

ｅ
）

３



航
路

の
管

制
に

つ
い

て

●
船

舶
の

航
路

入
航

ま
で

の
運

用
管

制
官

の
作

業

「
航

路
通

報
」

の
受

付
巨

大
船

等
の

管
制

対
象

船
舶

は
、

入
航

予
定

の
２

週
間

前
か

ら
前

日
正

午
ま

で
に

「
航

路
通

報
」

を
海

上
交

通
セ

ン
タ

ー
に

提
出

「
管

制
計

画
」

の
作

成
航

路
通

報
を

受
け

付
け

、
巨

大
船

が
同

時
刻

に
航

路
へ

入
航

す
る

船
舶

が
な

い
よ

う
調

整
し

、
管

制
計

画
を

作
成

そ
の

結
果

を
指

示
・

勧
告

と
し

て
通

報
の

あ
っ

た
船

舶
及

び
代

理
店

等
に

通
知

１

「
航

路
入

航
時

刻
の

変
更

な
ど

」
の

指
示

入
航

す
る

ま
で

の
間

、
船

舶
側

に
航

海
や

作
業

の
遅

滞
な

ど
に

よ
り

入
航

時
刻

に
変

更
が

あ
れ

ば
、

航
路

通
報

の
変

更
を

３
時

間
前

ま
で

に
提

出
し

て
も

ら
い

、
受

付
と

同
様

の
手

順
で

処
理

「
航

路
外

待
機

」
の

指
示

【
視

界
制

限
時

の
待

機
基

準
】

※
東

京
湾

海
上

交
通

セ
ン

タ
ー

の
場

合
視

界
２

０
０

０
ｍ

以
下

：
巨

大
船

、
特

別
危

険
物

積
載

船
、

長
大

物
件

え
い

航
船

（
巨

大
船

等
）

視
界

１
０

０
０

ｍ
以

下
：

長
さ

１
６

０
ｍ

以
上

２
０

０
ｍ

未
満

の
船

舶
、

総
ト

ン
数

１
万

ト
ン

以
上

の
危

険
物

積
載

船

航
路

の
入

航
を

制
限

し
、

航
路

外
の

安
全

な
海

域
で

待
機

す
る

よ
う

指
示

４



運
用

管
制

卓
に

つ
い

て

船
舶

交
通

の
安

全
確

保
の

た
め

運
用

管
制

官
は

、
運

用
管

制
卓

に
よ

り
「

船
舶

の
動

静
把

握
」

と
「

情
報

提
供

・
航

路
管

制
」

を
実

施

管
制

計
画

表
示

画
面

前
日

に
作

成
し

た
管

制
計

画
を

確
認

し
、

航
路

入
航

船
舶

が
予

定
ど

お
り

に
航

行
し

て
い

る
か

を
確

認
す

る
。

レ
ー

ダ
ー

画
面

Ｉ
Ｔ

Ｖ
（

監
視

カ
メ

ラ
）

船
舶

の
動

静
を

監
視

し
て

い
る

。

Ａ
Ｉ

Ｓ
（

船
舶

自
動

識
別

装
置

）

主
に

レ
ー

ダ
ー

エ
リ

ア
外

の
Ａ

Ｉ
Ｓ

搭
載

船
舶

の
動

静
を

把
握

し
て

い
る

。

１
運

用
管

制
卓

Ｖ
Ｈ

Ｆ
無

線
電

話

航
路

航
行

船
舶

に
情

報
提

供
、

勧
告

、
指

示
を

実
施

す
る

。

レ
ー

ダ
ー

で
得

ら
れ

た
映

像
を

Ａ
Ｉ

Ｓ
情

報
と

あ
わ

せ
て

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

処
理

し
、

画
面

上
に

表
示

し
て

船
舶

の
動

静
を

監
視

し
て

い
る

。

５



一
般

情
報

の
提

供
に

つ
い

て

国
際

Ｖ
Ｈ

Ｆ
、

船
舶

電
話

及
び

Ａ
Ｉ

Ｓ
メ

ッ
セ

ー
ジ

に
よ

る
情

報
提

供

ジ
放

送
（

中
短

波
）

提
供

船
舶

の
航

行
制

限
、

海
難

等
、

巨
大

船
等

、
船

舶
の

動
静

、
気

象
等

、
航

路
標

識
、

工
事

等
、

そ
の

他
航

行
安

全
上

必
要

な
情

報
を

イ
ン

タ
－

ネ
ッ

ト
、

テ
レ

フ
ォ

ン
サ

ー
ビ

ス
、

ラ
ジ

オ
放

送
、

Ａ
Ｉ

Ｓ
メ

ッ
セ

ー
ジ

で
提

供

個
別

情
報

一
般

情
報

１

ラ
ジ

オ
放

送
（

中
短

波
）

に
よ

る
提

供

日
本

語
１

６
６

５
ｋ

Ｈ
ｚ

毎
時

0
分

と
3
0
分

か
ら

1
5
分

間
英

語
２

０
１

９
ｋ

Ｈ
ｚ

毎
時

1
5
分

か
ら

1
5
分

間

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
に

よ
る

提
供

h
tt
p
:/
/
w

w
w

6
.k
a
ih

o
.m

lit
.g

o
.jp

/
to

k
yo

w
a
n

※
写

真
は

臨
時

放
送

を
す

る
情

報
官

A
IS

メ
ッ

セ
ー

ジ
（

メ
ー

ル
）

よ
る

提
供

６



海
上

交
通

セ
ン

タ
ー

の
情

報
提

供
及

び
勧

告
が

功
を

奏
し

た
事

例
①

貨
物

船
Ａ

丸
（

約
３

千
ト

ン
外

国
船

籍
）

の
浦

賀
水

道
航

路
逆

走
事

案

②
1
8
：

0
6
頃

情
報

提
供

北
上

船
Ｂ

丸
の

対
し

て
、

Ａ
丸

の
動

静
に

つ
い

て
情

報
提

供
を

実
施

①
1
8
：

0
5
頃

Ａ
丸

北
航

帯
に

侵
入

、
航

路
を

逆
走

管
制

官
が

無
線

で
呼

出
す

も
応

答
な

し
（

以
後

継
続

的
に

呼
出

を
実

施
）

１

③
1
8
：

0
8
頃

勧
告

Ａ
丸

が
無

線
に

応
答

、
南

航
路

へ
戻

る
よ

う
に

勧
告

を
実

施

④
1
8
：

0
9
頃

情
報

提
供

南
下

船
Ｃ

丸
に

対
し

、
Ａ

号
の

動
静

に
つ

い
て

情
報

提
供

を
実

施

⑤
1
8
：

1
0
頃

情
報

提
供

南
下

船
Ｄ

丸
に

対
し

、
Ａ

号
の

動
静

に
つ

い
て

情
報

提
供

を
実

施

に
つ

い
て

情
報

提
供

を
実

施

７

北 航 帯

浦
賀

水
道

航
路

南 航 帯



海
上

交
通

セ
ン

タ
ー

の
情

報
提

供
及

び
勧

告
が

功
を

奏
し

た
事

例
②

貨
物

船
Ａ

丸
（

約
2
千

ト
ン

外
国

船
籍

）

１
７

：
２

０

１
７

：
２

４

１
７

：
２

６
①

②
１

７
：

２
４

頃

貨
物

船
Ｂ

丸
が

貨
物

船
Ａ

丸
へ

の
著

し
い

中
ノ

瀬
北

方
海

域
に

お
け

る
貨

物
船

（
外

国
船

籍
）

同
士

の
接

近
事

案

①
１

７
：

２
０

頃

運
用

管
制

官
が

貨
物

船
Ａ

丸
と

貨
物

船
Ｂ

丸

の
接

近
を

認
知

（
Ｖ

Ｈ
Ｆ

で
情

報
提

供
実

施
）

⇒
Ｂ

丸
不

応
答

１

１
７

：
２

０
１

７
：

２
４

１
７

：
２

６

１
７

：
２

６

③
②

①
接

近
を

認
知

（
Ｖ

Ｈ
Ｆ

で
Ｂ

丸
を

呼
出

）

⇒
Ｂ

丸
無

線
に

気
付

く

③
１

７
：

２
６

頃

V
H
F
を

使
用

し
て

「
南

航
す

る
貨

物
船

Ａ
丸

が
右

舷
側

に
い

る
、

進
路

を
避

け
よ

」
と

Ｂ

丸
に

「
勧

告
」

実
施

。

中
ノ

瀬
無

事
に

衝
突

海
難

を
回

避

貨
物

船
Ｂ

丸
（

約
7
千

ト
ン

外
国

船
籍

）

木
更

津
港

沖
灯

標
中

ノ
瀬

Ｄ
灯

標

中
ノ

瀬
航

路

８



海
上

交
通

管
制

機
能

強
化

に
よ

る
効

果

海
上

交
通

セ
ン

タ
ー

管
制

機
能

強
化

前
（

H
2
0
年

7
月

～
H
2
2
年

6
月

）

管
制

機
能

強
化

後
（

H
2
2
年

7
月

～
H
2
4
年

6
月

）

船
舶

衝
突

乗
揚

げ
船

舶
衝

突
乗

揚
げ

東
京

湾
８

１
0

0

伊
勢

湾
４

２
0

１

大
阪

湾
２

３
２

１

海
上

交
通

セ
ン

タ
ー

エ
リ

ア
内

に
お

け
る

海
難

発
生

状
況

１

（
隻

）

大
阪

湾
２

３
２

１

備
讃

瀬
戸

６
７

１
０

６

来
島

海
峡

７
３

２
１

関
門

海
峡

２
４

７
２

２

計

５
１

2
3

１
６

１
１

７
４

２
７

※
港

則
法

及
び

海
上

交
通

安
全

法
の

一
部

を
改

正
す

る
法

律
（

平
成

２
２

年
７

月
１

日
施

行
）

に
よ

る
情

報
聴

取
義

務
化

前
後

の
船

舶
衝

突
及

び
乗

揚
げ

海
難

の
状

況 ９



2
0t未
満

2
4
隻

1
6%

2
0
-
1
0
0t

5
隻 3
%

1
00
-
3
0
0t

8
隻 5
%

3
00
-
5
0
0t

3
2
隻

2
1%

5
00
-
1
0
00t

1
1
隻

7
%

1
0
00
-
3
00
0
t

1
7
隻

1
1%

3
0
00
-
1
00
0
0t

3
2
隻

2
1%

1
0
0
0
0
-
2
00
00
t

9
隻 6
%

2
0
0
0
0

t以
上

1
6
隻

1
0%

京
浜
港
横
浜
区
内
の
衝
突
・
乗
揚
（
平
成

5年
～
平
成

24
年
）

１

日
本
船

9
9隻

6
2
%

外
国
船

6
1隻

3
8
% 衝
突

1
54
隻
（
9
2
件
）

9
6%

乗
揚

6
隻
（
6
件
）

4
%

衝
突
, 
1
54
, 4
1%

乗
揚
, 
6
, 
2
%

転
覆

2
4

6
%

浸
水
, 

2
7
, 7
%

推
進
器
障
害
, 
2
2
, 

6
%

舵
障
害
, 
6
, 
2
%機
関
故
障
, 
4
8
, 

1
3%

火
災
, 
3
7
, 1
0%

爆
発
, 
2
, 
1
%

運
航
阻
害
, 
1
9
, 5
%

安
全
阻
害
, 
2
0
, 5
%
そ
の
他
, 
9
, 2
%

貨
物
船

9
1
隻

5
9%

タ
ン
カ
ー

2
6
隻

1
7%

旅
客
船
, 
5
隻
, 
3
%

漁
船
, 
4
隻
, 
3
%

遊
漁
船
, 
2
隻
, 
1
%

プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
, 

9
隻
, 
6
%

そ
の
他
, 
1
7

隻
, 
1
1%

１
京
浜
港
横
浜
区
内
の
衝
突
・
乗
揚
海
難

貨
物
船

2
隻

3
4%

プ
レ
ジ
ャ
ー

ボ
ー
ト

2
隻

3
3%

そ
の
他

2
隻

3
3%用
途
別
乗
揚
海
難

用
途
別
衝
突
海
難

乗
揚

衝
突

京
浜
港
横
浜
区
内
発
生
海
難

京
浜
港
横
浜
区
内
の
衝
突
・
乗
揚

ト
ン
数
別
衝
突
海
難

2
0t未
満

3
隻

5
0%

2
0
-
1
0
0t

1
隻

1
7%

3
00
-
5
0
0t

2
隻

3
3%ト
ン
数
別
乗
揚
海
難

M-MRBKIG
テキストボックス
資料３－２




日
本

6
隻

1
0
0%

２

３
京
浜
港
横
浜
区
内
の
衝
突
・
乗
揚
海
難
に
お
け
る
船
長
国
籍
別
発
生
状
況

1
02
隻

1
5
隻

9
隻

9
隻

5
隻

4
隻

3
隻

2
隻

2
隻

9
隻

02468101214161820

～ ～

衝
突
・
乗
揚
海
難
船
舶
の
船
長
国
籍
別
発
生
状
況

２
京
浜
港
横
浜
区
内
の
衝
突
・
乗
揚
海
難
原
因
等

乗
揚
原
因

衝
突
原
因

操
船
不
適
切

4
8
隻

3
1%

見
張
り
不
十
分

3
9
隻

2
5%

気
象
海
象
不
注
意

1
0
隻

6
%

居
眠
り
運
航

4
隻 3
%

そ
の
他
人
的
要
因

1
5
隻

1
0%

不
可
抗
力
等

3
8
隻

2
5%

浅
瀬

3
隻

5
0%

テ
ト
ラ
ポ
ッ
ド

1
隻

1
7%

海
苔
網

1
隻

1
7%

捨
石

1
隻

1
7%

2
隻
の
衝
突

1
16
隻

7
5%

物
件
と
の
衝
突

3
2
隻

2
1%

多
重
衝
突
(3
隻
)

6
隻 4
%

衝
突
形
態

乗
揚
対
象

衝
突

乗
揚

日
本

9
6
隻

6
2%

フ
ィ
リ
ピ
ン

1
5
隻

1
0%

韓
国

9
隻 6
%

中
国
9
隻
6
%

ロ
シ
ア
5
隻
3
%

台
湾
4
隻
3
%

そ
の
他

1
6
隻

1
0%

衝
突
海
難
船
舶
の
船
長
国
籍

乗
揚
海
難
船
舶
の
船
長
国
籍

京
浜
港
横
浜
区
内
の
衝
突
・
乗
揚
（
平
成

5年
～
平
成

24
年
）

水
路
調
査
不
十
分
等

3
隻

5
0%

不
可
抗
力
等

3
隻

5
0%



○
横

浜
港

本
牧

ふ
頭

及
び
大

黒
ふ

頭
の

一
部

の
岸

壁
で
は

、
横

浜
航

路
や

鶴
見

航
路

か
ら
船

舶
が

入
出

港
す
る
際

に
大

角
度

変
針

を
伴

い
、
船

舶
が

隅
角

部
へ

接
触

す
る
可

能
性

が
あ
る
。

○
今

般
の

強
制

水
先

規
制

の
緩

和
に
あ
わ

せ
て
、
入

出
港

船
舶

の
安

全
性

向
上

を
図

る
た
め
、
本

牧
H
D
5岸

壁
、
大
黒
D
L7
岸

壁
及
び
大
黒
D
C4

岸
壁
の
隅
角
部
へ
防
舷
材
を
取
り
付
け
る
。

○
具

体
の

実
施

に
つ
い
て
は

、
港

湾
管

理
者

や
現

地
海

事
関

係
者

と
調

整
の

う
え
、
詳

細
決

定
す
る
。

横
浜
港
本
牧
ふ
頭
及
び
大
黒
ふ
頭
の
防
舷
材
取
り
付
け
位
置

大
黒

ふ
頭
D
L7
岸
壁
及
び
D
C4

岸
壁

•大
黒

ふ
頭
D
C3

,4
、
D
T9

や
D
T1
,2
、
D
L8
岸

壁
へ

入
出

港
す
る
船

舶
の

安
全

性
向

上
を
図

る
た
め
、
大

黒
D
L7

及
び
D
C4

岸
壁
の
隅
角
部
に
防
舷
材
を
設
置
す
る
。

資
料

４

本
牧

ふ
頭
H
D
5岸

壁
•本

牧
ふ
頭
C、

D
突

堤
へ

入
出

港
す
る
船
舶

の
安

全
性

向
上

を
図

る
た
め
、
本

牧
H
D
5岸

壁
隅
角
部
に
防
舷
材
を
設
置
す
る
。

受
衝
型
防
舷
材
（
イ
メ
ー
ジ
）




